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第
四
三
号

｜

原
爆
文
学
研
究
会

二
〇
一
四
年
二
月

描
写
の
重
な
り

原
爆
文
学
研
究
会
に
初
め
て
参
加
し
て
か
ら
、
約
九
年
が
経
つ
。

こ
れ
ま
で
会
に
参
加
し
な
が
ら
、
自
分
自
身
の
問
題
関
心
か
ら
〈
原
爆
〉
を
捉
え
ら

れ
な
い
か
と
考
え
て
き
た
。

普
段
は
、
戦
後
の
九
州
に
お
け
る
サ
ー
ク
ル
誌
に
発
表
さ
れ
た
文
学
を
研
究
の
対

象
と
し
て
い
る
。
こ
の
サ
ー
ク
ル
誌
と
呼
ば
れ
る
雑
誌
の
な
か
に
、
山
田
文
学
サ
ー

ク
ル
発
行
の
「
山
田
文
学
」
が
存
在
す
る
。
三
菱
上
山
田
炭
鉱
（
現
・
福
岡
県
嘉
麻

市
）
の
山
田
文
学
サ
ー
ク
ル
よ
り
発
行
さ
れ
て
お
り
、
日
炭
山
田
炭
鉱
な
ど
の
近
隣

の
炭
鉱
で
働
く
者
も
参
加
し
て
い
た
。
「
山
田
文
学
」
サ
ー
ク
ル
に
つ
い
て
は
、
既

に
「
敍
説
」（
Ⅲ
―

、

・

）
に
書
い
た
。
以
下
、
重
複
す
る
が
、
原
爆
被
害
と
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炭
鉱
の
坑
内
事
故
を
重
ね
て
描
写
し
た
文
章
を
紹
介
し
た
い
。

「
山
田
文
学
」
三
四
号
に
掲
載
さ
れ
た
松
岡
保
文
の
手
記
「
坑
内
で
は
死
に
た
く

な
い
！
」
は
、
坑
内
事
故
を
と
ら
え
た
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
で
あ
る
。
山
田
市
の
熊
ヶ

畑
池
本
炭
坑
で
起
き
た
爆
発
事
故
（

・

・

）
が
素
材
と
な
っ
て
い
る
。
就
業
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中
に
事
故
に
巻
き
込
ま
れ
た
、
作
者
自
身
の
体
験
が
綴
ら
れ
て
お
り
、
一
四
人
の
仲

間
の
遺
体
の
描
写
で
は
「
落
盤
を
顔
面
に
う
け
て
む
ざ
ん
な
形
相
に
変
形
し
た
顔
。

爆
風
で
お
そ
ら
く
炭
塵
に
た
た
き
つ
け
ら
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
、
手
足
の
関
節

が
バ
ラ
バ
ラ
に
な
り
、
片
ほ
う
の
足
首
が
背
よ
り
後
頭
の
耳
の
あ
た
り
に
曲
り
、
グ

ワ
ッ
と
目
を
ひ
ら
い
た
悪
鬼
さ
な
が
ら
の
形
相
。
二
度
と
み
る
に
し
の
び
な
い
地
獄

絵
図
だ
！
正
し
く
ヒ
ロ
シ
マ
の
図
と
同
じ
で
は
な
い
か
！
」
と
綴
ら
れ
て
い
る
。

坑
内
事
故
と
原
爆
被
害
の
類
似
を
指
摘
し
た
表
現
を
前
に
想
起
さ
れ
る
の
は
、
上

野
英
信
の
言
説
で
あ
る
。
上
野
の
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
「
裂
」
は
、
江
口
炭
鉱
（
長
崎

県
松
浦
市
）
の
水
没
事
故
（

・

・

）
を
綴
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
遺
体
を
目
に
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し
て
、「
ま
さ
に
地
底
の
ヒ
ロ
シ
マ
だ
」
と
上
野
は
記
し
て
い
る
。

松
岡
の
手
記
の
な
か
で
、
遺
体
の
描
写
の
後
に
「
正
し
く
ヒ
ロ
シ
マ
の
図
と
同
じ

で
は
な
い
か
！
」
と
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
「
裂
」
が
参
照
さ
れ
て
い
る
可
能
性

は
高
い
。
同
時
に
、
「
ヒ
ロ
シ
マ
の
図
」
と
い
う
表
現
か
ら
、
各
地
で
巡
回
展
が
行

わ
れ
て
い
た
丸
木
位
里
と
丸
木
俊
の
《
原
爆
の
図
》
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
の
か
も

し
れ
な
い
。
た
だ
し
、
《
原
爆
の
図
》
で
描
か
れ
て
い
る
被
爆
者
は
、
松
岡
の
言
う

よ
う
に
、
所
謂
「
悪
鬼
さ
な
が
ら
の
形
相
」
だ
と
言
え
る
か
は
疑
問
が
残
る
。

自
分
の
目
で
み
た
池
本
炭
坑
の
爆
発
事
故
の
遺
体
が
、
数
ヶ
月
前
に
起
こ
っ
た
江

口
炭
坑
の
事
故
を
綴
っ
た
上
野
の
ル
ポ
に
あ
る
よ
う
に
、
ま
さ
に
「
ヒ
ロ
シ
マ
の
図
」

だ
っ
た
こ
と
。
同
時
に
、
当
時
の
第
五
福
竜
丸
事
件
、
原
水
爆
反
対
運
動
、
そ
し
て

自
ら
の
炭
坑
労
働
の
現
場
、
と
い
っ
た
同
時
代
の
要
素
が
重
な
っ
た
地
点
に
二
人
が

居
合
わ
せ
た
こ
と
。
そ
の
表
現
と
し
て
「
ヒ
ロ
シ
マ
」
が
選
ば
れ
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
こ
と
を
立
証
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
だ
と
も
い
え
る
。

松
岡
の
作
品
は
、
こ
れ
ま
で
決
し
て
多
く
の
人
に
読
ま
れ
続
け
て
き
た
も
の
で
は

な
い
。
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
言
説
だ
か
ら
こ
そ
、
昨
今
の
原
爆
／
原
発
言
説
を
紐
解

く
き
っ
か
け
が
あ
る
よ
う
な
気
が
し
て
い
る
。

（
茶
園
梨
加
）

二
〇
一
三
年
一
二
月
二
八
日
（
土
）
、
福
岡
大
学
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
で
第
四
三
回

研
究
会
を
開
催
し
、
二
二
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

波
潟
剛
氏
の
研
究
発
表
に
対
し
て
は
、「
『
銀
の
鈴
』
に
掲
載
さ
れ
た
原
爆
文
学
作

品
は
な
い
の
か
」
、「
ベ
ル
ギ
ー
領
コ
ン
ゴ
か
ら
採
ら
れ
た
ウ
ラ
ン
が
広
島
原
爆
に
使

第
四
三
回

原
爆
文
学
研
究
会
報
告
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用
さ
れ
た
が
、
そ
の
言
説
の
関
係
は
あ
る
の
か
」
、「
ス
ポ
ー
ツ
と
冒
険
小
説
と
戦
争

と
の
関
わ
り
を
ど
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
よ
い
か
」
、
「
「
原
爆
文
学
」
と
い
う
枠
組
み

で
見
た
と
き
今
回
の
作
品
は
ど
の
よ
う
に
見
え
る
の
か
」等
の
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

畑
中
佳
恵
氏
の
研
究
発
表
に
対
し
て
は
、
「
フ
ク
シ
マ
の
当
事
者
と
非
当
事
者
と

の
境
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
」
、「
感
傷
は
何
か
を
奪
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
な
け

れ
ば
駆
動
し
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
が
、
感
傷
さ
え
感
じ
な
い
よ
う
に
情
動
が

管
理
さ
れ
て
い
く
こ
と
の
怖
さ
が
問
題
で
は
な
い
か
」
、「
林
京
子
の
「
感
傷
」
と
花

田
俊
典
の
「
感
傷
」
の
用
い
方
は
異
な
る
の
で
は
な
い
か
」
、
「
出
来
事
を
可
視
化
す

る
こ
と
は
「
経
験
」
と
い
え
る
の
か
」
等
の
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

水
溜
真
由
美
氏
の
研
究
発

表
に
対
し
て
は
、
「
作
品
分

析
に
は
い
ろ
い
ろ
な
切
り
口

か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
可
能

だ
が
、
罪
と
裁
き
と
い
う
見

方
を
し
た
場
合
、
今
後
の
研

究
は
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て

い
く
の
か
」
、「
作
品
の
結
末

部
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考

え
る
か
」
、「
様
々
な
罪
を
持

っ
た
人
々
を
登
場
さ
せ
る

が
、
戦
争
犯
罪
に
求
心
化
さ

せ
る
こ
と
で
何
が
こ
ぼ
れ
落

ち
て
い
く
の
か
」
、「
ポ
リ
フ

ォ
ニ
ッ
ク
と
い
い
な
が
ら
も

二
人
の
人
物
に
集
中
し
て
い

る
が
ど
う
考
え
る
か
」
等
の

質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

本
発
表
で
は
、
戦
後
広
島
で
刊
行
さ
れ
た
児
童
向
け
の
雑
誌
『
銀
の
鈴
』
に
阿
部

知
二
の
連
載
が
存
在
す
る
こ
と
に
注
目
し
た
。

阿
部
知
二
は
英
文
学
者
、
翻
訳
家
と
し
て
そ
の
名
前
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
彼
に
は

小
説
家
と
し
て
の
側
面
も
あ
る
。
と
く
に
昭
和
初
期
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
期
に
お
い
て
、「
ス

ポ
ー
ツ
小
説
」
の
隆
盛
に
一
役
買
っ
た
と
い
う
経
歴
が
あ
り
、
一
九
三
〇
年
に
は
「
恋

と
ア
フ
リ
カ
」
と
い
う
小
説
集
を
刊
行
し
て
い
る
。
ま
た
、
一
九
四
七
年
に
『
銀
の
鈴
』

に
連
載
さ
れ
た
「
暗
黒
に
光
を
」
の
内
容
も
「
ア
フ
リ
カ
」
に
関
わ
る
も
の
で
あ
り
、

具
体
的
に
は
リ
ヴ
ィ
ン
グ
ス
ト
ン
と
ス
タ
ン
レ
ー
に
つ
い
て
描
か
れ
て
い
る
。

二
つ
の
作
品
の
間
に
は
、
橋
本
幹
子
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、「
日
本
少
国
民
文
庫
」

シ
リ
ー
ズ
中
の
『
ス
ポ
ー
ツ
と
冒
険
物
語
』（
一
九
三
六
年
）
に
収
め
ら
れ
た
作
品
で

あ
る
「
暗
黒
に
光
を
」
が
介
在
し
て
い
る
。
で
は
、
な
ぜ
戦
前
の
「
ア
フ
リ
カ
」
表

象
が
戦
後
の
広
島
に
お
い
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
山
川
惣

治
『
少
年
王
者
』
に
つ
い
て
考
察
し
た
黄
益
九
氏
の
論
や
、
石
川
淳
「
焼
け
跡
の
イ

エ
ス
」
に
つ
い
て
論
じ
た
山
根
龍
一
氏
の
研
究
を
参
考
に
し
な
が
ら
分
析
を
試
み
た
。

当
時
、
映
画
『
タ
ー
ザ
ン
の
逆
襲
』
や
『
タ
ー
ザ
ン
の
復
讐
』
が
ふ
た
た
び
上
映

さ
れ
た
り
、
山
川
惣
治
『
少
年
王
者
』
が
流
行
し
た
り
し
た
点
や
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
指
導

原
理
が
キ
リ
ス
ト
教
に
よ
る
日
本
の
救
済
に
あ
っ
た
点
な
ど
の
指
摘
を
踏
ま
え
れ

ば
、
「
暗
黒
に
光
を
」
が
連
載
さ
れ
る
に
至
っ
た
同
時
代
性
の
一
端
が
明
ら
か
に
な

る
と
思
わ
れ
る
と
い
う
趣
旨
の
報
告
を
行
っ
た
。

発
表
内
容
は
十
分
な
も
の
と
な
ら
な
か
っ
た
が
、
質
疑
を
通
し
て
、
阿
部
知
二
と

雑
誌
『
銀
の
鈴
』
と
の
関
わ
り
ば
か
り
で
な
く
、
出
版
元
で
あ
っ
た
広
島
図
書
の
編

◇

研
究
発
表
１

ア
フ
リ
カ
・
原
爆
・
阿
部
知
二

―
雑
誌
『
銀
の
鈴
』
に
お
け
る
連
載
「
暗
黒
に
光
を
」
を
め
ぐ
っ
て

波
潟

剛
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集
方
針
や
、
教
科
書
採
択
の
過
程
を
さ
ら
に
調
べ
る
こ
と
で
、
そ
の
後
の
阿
部
知
二

と
「
原
爆
文
学
」
と
の
接
点
が
明
確
に
な
る
と
感
じ
た
。

花
田
俊
典
が
残
し
た
言
葉
の
な
か
に
、
「
感
傷
」
の
可
能
性
を
遠
望
す
る
よ
う
な

一
文
が
あ
る
。
林
京
子
の
小
説
「
祭
り
の
場
」
の
一
場
面
を
紹
介
し
た
際
、
《
「
原
爆

に
は
感
傷
は
い
ら
な
い
」、
と
作
者
は
書
い
て
い
る
。
し
か
し
、「
感
傷
」
こ
そ
が
案

外
、
唯
一
の
抑
止
力
に
な
る
か
と
も
思
う
。
》（
『
花
田
俊
典
の
雪
月
花
』
西
日
本
新
聞

社
、
平
成
一
九
・
六
、
二
九
頁
）
と
述
べ
た
も
の
で
、
新
聞
連
載
の
コ
ラ
ム
に
記
し
た

所
感
と
い
え
ば
そ
れ
ま
で
か
も
し
れ
な
い
。
そ
ん
な
文
章
で
あ
る
。

一
方
、
林
京
子
は
ご
く
最
近
に
も
原
爆
症
の
認
可
の
必
要
性
を
め
ぐ
り
、
《
数
字

に
残
さ
れ
て
初
め
て
、
原
爆
と
人
間
と
の
か
か
わ
り
が
明
ら
か
に
な
る
》（
『
被
曝
を

生
き
て

作
品
と
生
涯
を
語
る
』
岩
波
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
、
平
成
二
三
・
七
、
四
四
頁
）
と

語
っ
た
。
自
身
の
経
験
か
ら
「
感
傷
」
を
削
い
で
い
く
こ
と
で
昭
和
二
〇
年
八
月
九

日
の
出
来
事
そ
れ
自
体
に
到
達
し
よ
う
と
し
た
作
家
の
姿
勢
は
、
東
電
福
島
第
一
原

発
事
故
を
受
け
た
右
の
発
言
に
お
い
て
も
貫
か
れ
て
お
り
、
そ
の
究
極
的
な
形
態
と

い
え
る
だ
ろ
う
統
計

―
人
間
を
数
と
し
て
認
識
す
る
「
科
学
」

―
に
期
待
を
抱

き
続
け
て
い
る
姿
が
伺
え
る
。

再
現
不
能
な
出
来
事
そ
れ
自
体
を
他
者
と
共
有
で
き
な
い
こ
と
は
、
出
来
事
に
つ

い
て
考
察
す
る
こ
と
や
、
出
来
事
と
関
わ
る
現
実
世
界
の
仕
組
み
に
働
き
か
け
る
こ

と
を
放
棄
す
る
理
由
に
は
な
ら
な
い
。
本
発
表
で
は
、
感
情
的
反
応
を
払
拭
す
る
こ

と
が
困
難
な
個
々
の
経
験
を
介
し
て
、
あ
ら
ま
ほ
し
い
世
界
を
め
ぐ
る
想
像
・
創
造

◇

研
究
発
表
２

放
射
能
被
災
と
い
う
出
来
事
の
可
視
化

（
経
験
）
を
め
ぐ
っ
て
―
「
感
傷
」
の
可
能
性
を
考
え
る

畑
中

佳
恵

が
共
有
さ
れ
る
可
能
性
に
つ
い
て
、
考
察
に
着
手
し
よ
う
と
し
た
。

ま
ず
、
川
崎
市
で
原
発
事
故
の
当
事
者
と
な
っ
た
発
表
者
の
経
験
お
よ
び
観
察
か

ら
、
放
射
能
被
災
と
い
う
出
来
事
を
め
ぐ
っ
て
は
経
験
の
事
後
性
と
不
完
全
性
が
と

く
に
先
鋭
化
さ
れ
る
こ
と
を
確
認
し
、
そ
の
点
で
、
直
接
的
な
体
験
者
の
経
験
と
そ

れ
に
該
当
し
な
い
者
の
経
験
と
に
相
通
じ
る
土
俵
が
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。
ま
た
、

経
験
の
違
い
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
上
の
摩
擦
に
つ
い
て
、
摩
擦
を
鎮
静
化

す
る
役
割
が
「
科
学
」
に
見
出
さ
れ
る
場
面
と
あ
わ
せ
て
、
「
科
学
」
は
そ
も
そ
も

一
枚
岩
的
な
全
体
性
を
備
え
て
い
な
い
こ
と
に
つ
い
て
も
確
認
し
た
。
「
感
傷
」
が

一
九
世
紀
以
降
に
「
科
学
」
の
対
と
し
て
、
無
価
値
・
不
適
切
・
過
度
と
い
っ
た
「
近

代
的
理
性
の
欠
如
体
」と
い
う
意
味
内
容
を
担
う
も
の
と
な
っ
た
歴
史
を
鑑
み
て
も
、

「
感
傷
」
と
し
て
一
括
り
に
さ
れ
て
き
た
感
情
的
反
応
に
つ
い
て
、
腑
分
け
し
つ
つ

改
め
て
評
価
を
試
み
る
意
義
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

堀
田
善
衛
の
長
編
小
説
『
審
判
』（
一
九
六
三
年
）
は
、
広
島
へ
の
原
爆
投
下
に
関

与
し
た
ア
メ
リ
カ
人
パ
イ
ロ
ッ
ト
、
ク
ロ
ー
ド
・
イ
ー
ザ
リ
ー
を
モ
デ
ル
と
し
た
作

品
の
一
つ
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、
先
行
研
究
は
ほ
ぼ
皆
無
に
等
し
い
。
今
回
の
発
表

で
は
、
『
審
判
』
の
習
作
と
も
い
う
べ
き
堀
田
の
「
零
か
ら
数
え
て
」（
一
九
五
九
―

六
〇
年
）
も
参
照
し
な
が
ら
、
『
審
判
』
を
人
類
に
と
っ
て
の
未
曾
有
の
経
験
で
あ

っ
た
原
爆
投
下
の
罪
と
裁
き
を
め
ぐ
る
壮
大
な
思
想
小
説
と
し
て
論
じ
た
。

安
保
闘
争
期
の
日
本
を
舞
台
と
す
る
『
審
判
』
に
は
、
イ
ー
ザ
リ
ー
を
モ
デ
ル
と

す
る
ポ
ー
ル
・
リ
ボ
ー
ト
と
日
中
戦
争
に
従
軍
し
た
高
木
恭
助
が
主
要
人
物
と
し
て

登
場
す
る
。
原
爆
投
下
と
中
国
人
虐
殺
と
い
う
二
つ
の
戦
争
犯
罪
を
対
比
的
に
提
示

す
る
こ
と
は
、『
審
判
』
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。『
審
判
』
に
よ
れ
ば
、
両
者

◇

研
究
発
表
３

堀
田
義
衛
『
審
判
』
論
―
原
爆
投
下
の
罪
と
裁
き

水
溜

真
由
美
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に
は
加
害
者
の
ト
ラ
ウ
マ
な
ど
共
通
点
も
あ
る
が
、
中
国
人
虐
殺
が
特
定
の
個
人
の

殺
害
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
原
爆
投
下
は
（
潜
在
的
に
は
人
類
の
滅
亡
さ
え
可
能
に
す

る
規
模
の
）
不
特
定
多
数
の
殺
害
で
あ
る
と
い
う
、
根
本
的
な
差
異
も
あ
る
。
後
者

に
お
い
て
は
、
行
為
と
結
果
の
バ
ラ
ン
ス
が
著
し
く
欠
如
し
、
下
手
人
は
犯
罪
の
結

果
か
ら
徹
底
し
て
疎
外
さ
れ
る
。

『
審
判
』
に
は
、
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
圧
倒
的
な
影
響
を
見
て
取
る
こ
と
が
で

き
る
。
特
に
重
要
な
点
は
、
倫
理
の
成
立
基
盤
を
原
理
的
に
問
い
直
す
視
点
や
、
戦

争
犯
罪
の
裁
き
と
い
う
答
え
の
な
い
問
い
を
思
想
的
に
深
め
る
上
で
効
果
的
に
用
い

ら
れ
る
ポ
リ
フ
ォ
ニ
ッ
ク
な
対
話
な
ど
で
あ
る
。

『
審
判
』
は
戦
争
犯
罪
の
裁
き
に
つ
い
て
、
重
層
的
な
視
点
を
提
示
し
て
い
る
。

第
一
は
、
原
爆
投
下
の
罪
に
つ
い
て
、
神
の
不
在
を
示
唆
し
な
が
ら
、
人
間
の
原
罪

を
自
覚
し
た
原
爆
投
下
者
を
預
言
者
と
し
て
捉
え
る
視
点
で
あ
る
。
第
二
は
、
能
の

「
安
達
原
」
の
鬼
女
を
参
照
し
つ
つ
、
戦
争
犯
罪
を
人
間
の
意
思
を
超
え
る
宿
命
と

み
な
し
ト
ラ
ウ
マ
に
苦
し
む
加
害
者
に
寄
り
添
う
慈
悲
の
視
点
で
あ
る
。
第
三
は
、

加
害
者
を
治
癒
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
「
傷
痍
者
」
と
み
な
し
、
死
者
の
記
憶
と
共
に

生
き
る
こ
と
を
死
者
に
よ
る
裁
き
と
し
て
捉
え
る
視
点
で
あ
る
。

第
四
三
回

原
爆
文
学
研
究
会

○

日
時

二
〇
一
三
年
一
二
月
二
八
日
（
土
）
一
三
時
よ
り

○

会
場

福
岡
大
学
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス

○

研
究
発
表

発
表
１

ア
フ
リ
カ
・
原
爆
・
阿
部
知
二

―
雑
誌
『
銀
の
鈴
』
に

お
け
る
連
載
「
暗
黒
に
光
を
」
を
め
ぐ
っ
て

波
潟

剛

発
表
２

放
射
能
被
災
と
い
う
出
来
事
の
可
視
化
（
経
験
）
を
め
ぐ
っ
て

―
「
感
傷
」
の
可
能
性
を
考
え
る

畑
中

佳
恵

発
表
３

堀
田
善
衛
『
審
判
』
論

―
原
爆
投
下
の
罪
と
裁
き

水
溜
真
由
美

彙

報

本
研
究
会
が
年
に
一
回
発
行
し
て
い
る
機
関
誌
「
原
爆
文
学
研
究
」
の
一
三
号
の

原
稿
を
左
記
の
要
領
で
募
集
し
ま
す
。
こ
の
機
関
誌
に
は
「
原
爆
文
学
」
の
評
論
の

他
、
エ
ッ
セ
イ
も
掲
載
し
ま
す
。
奮
っ
て
ご
投
稿
下
さ
い
。

○
書

式

縦
書
き
、
二
九
字×

二
四
行
、
二
段
組
。

○
投
稿
締
切

手
書
き
や
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
原
稿
で
の
投
稿
の
場
合
は
二
〇
一
四
年

九
月
中
旬
、
デ
ー
タ
フ
ァ
イ
ル
（
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
か
一
太
郎
）
を
添
付
し

て
の
投
稿
の
場
合
は
同
年
九
月
末
日
。

○
発
行
経
費

投
稿
者
は
、
各
自
の
原
稿
一
頁
（
機
関
誌
の
書
式
）
に
つ
き
、
一
〇

〇
〇
円
を
発
行
経
費
と
し
て
負
担
す
る
。

○
投
稿
宛
先

〒
八
一
四
―
〇
一
八
〇
福
岡
市
城
南
区
七
隈
八
―
一
九
―
一

福
岡
大
学
人
文
学
部
中
野
和
典
研
究
室

会
報
は
い
つ
も
、
次
の
研
究
会
開
催
日
の
遅
く
と
も
一
ヶ
月
前
に
は
発
行
す
る
よ

う
に
し
て
い
る
の
で
す
が
、
今
回
は
ぎ
り
ぎ
り
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
原
稿
を

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
皆
様
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
次
回
は
三
月
一
日
、
次
々
回
は

八
月
二
日
～
三
日
、
名
古
屋
大
学
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

ま
た
現
在
世
話
人
会
で
は
戦
後
七
〇
年
に
あ
た
る
二
〇
一
五
年
に
向
け
た
企
画
を
検

討
中
で
す
。
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
も
ぜ
ひ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

（
楠
田
剛
士
）

編
集
後
記

機
関
誌
「
原
爆
研
究
文
学
」
第
一
三
号
原
稿
募
集

発
行
元

原
爆
文
学
研
究
会
事
務
局

〒
八
一
四
―
〇
一
八
〇

福
岡
市
城
南
区
七
隈
八
―
一
九
―
一

福
岡
大
学
人
文
学
部

中
野
和
典
研
究
室
内

tel:092-871-6631

（
代
表
）/e-m

ail:nakanok@
fukuoka-u.ac.jp
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